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・S上の推定関数u(x,θ) = (u1(x,θ), . . . , ud(x,θ))T
・推定方程式∑ni=1u(Xi,θ) = 0












Avar(θˆ) = {A(θ0)}−1B(θ0){A(θ0)−1}T = {G(θ0)}−1
























j∗(x,θ1)p(x;θ2)ν(dx) (j = 1, . . . , d)
但し, uj∗(x,θ)は標準化された推定関数u∗(x,θ) のj番目の成分である.
・ρuから誘導されるRiemann計量と双対接続
gjk(θ) := g(∂j, ∂k) = Eθ{uj∗(x,θ)uk∗(x,θ)} = Gjk(θ),{
Γij,k(θ) := g(∇∂i∂j, ∂k) = Eθ[{∂iuj∗(x,θ)}sk(x,θ)]








接続である. 一方, ∇については, 推定関数u∗(x,θ)がθに関して可積分
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